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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ATPからサイクリックAMPの生成を触媒する膜結合型アデニル酸シクラーゼをコードし、カルシウムによって阻害されます。この遺伝子産物は、アデニル酸シクラーゼクラス4/グアニリルシクラーゼ酵素ファミリーに属し、その配列中に12個の膜貫通ドメインが存在することを特徴とします。この遺伝子には複数の転写バリアントが観察されていますが、全長の性質が決定されているのはこれまでに2つのみです。 [RefSeq提供、2013年10月],触媒活性:ATP = 3',5'-サイクリックAMP + 二リン酸​​。,補因子:サブユニットあたり2個のマグネシウムイオンを結合する。,機能:膜結合型、カルシウム阻害性アデニリルシクラーゼである。,類似性:アデニリルシクラーゼクラス4/グアニル酸シクラーゼファミリーに属する。,類似性:2つのグアニル酸シクラーゼドメインを含む。,
	研究分野
	プリン代謝、カルシウム、ケモカイン、卵母細胞減数分裂、血管平滑筋収縮、ギャップ結合、GnRH、プロゲステロン媒介卵母細胞成熟、メラニン形成、拡張型心筋症、
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	ADCY7抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADCY7抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

